
  

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに、中高生を対象にした「ドキドキ赤ちゃんふれあい体験」がマーノで開催されました。 

３回の講座で、30名の生徒の皆さんが参加してくれました。とても人気の講座で、締め切り前に定

員が埋まってしまったほどです。「将来保健師や助産師になりたい」「赤ちゃんがかわいい。赤ちゃ

んを抱っこしてみたい」等いろいろな理由で参加してくれました。保健師からのクイズやカードを

並び替える活動を通して赤ちゃんの発達について学びました。どんな順番で赤ちゃんは成長してい

くのか保育士サポーターと一緒に真剣に考えることができました。生徒の皆さんは、実際に赤ちゃ

んを抱っこしてみると、「赤ちゃんって握る力が強いんだ！びっくり」と目を輝かせて話してくれ

ました。これまで自分が大切に育てられたことを実感し、感謝の気持ちを伝えたいと思う一日にな

りました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すこやか 
～親に感謝を伝えたい！命を大切にしたい！～ 

保育士サポーターと一緒に発達の勉強！ 

 

ドキドキ赤ちゃんふれあい体験 あふれる想い

人形で抱き方を練習！ お腹が大きくて動きづらいなあ。 

赤ちゃんってかわいい！！ 離乳食もいろいろな栄養バランス

が考えられているんだ。発見。 

しっかり支えて抱っこ！！ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

楽しい！夏休み中の家庭教育学級 

可児市 子育て支援課 子育て応援係    
電話 : 62－1111（内線 5545） FAX ： 66－1005 
E-mail：kosodate@city.kani.lg.jp 

 

生徒さんの感想（一部抜粋） 

・子どもによって産まれ方も様々で、大変な思いをして命が誕生するんだと実感した。親戚の赤ちゃんと触れ 

合う時があり、「かわいいなあ」と感じていたけど、今回の講座を通して、親は「かわいい」だけの気持ちで 

はなく、大変な思いもしながら子育てをしていると気付いた。 

・離乳食を食べて、小さい子が呑み込めるようにぐちゃぐちゃになっていて味も少しついていて、すごいと思っ 

た。小さい子と触れ合って、私は子育ては大変だと思うが、小さい子の気持ちを分かるようになったり、親さ 

んの気持ちも少しは分かったりしたからよかったです。 

・赤ちゃんがとっても可愛かったし、その赤ちゃんを育てていくお母さんや、お父さんもすごいと思いました。 

お腹の中に赤ちゃんがいる重さの体験をして歩くのも大変だということが分かったので、今度妊婦さんを見

かけたら優しく接していきたいです。 

・私が小さい頃にも、こんな大変なことが多くあったと思うとより親に感謝しないとなって思いました。 

子育ては単純なことじゃなくて赤ちゃんの気持ちに寄り添ったりしないといけないことが分かりました。 

赤ちゃんの保護者の感想（一部抜粋） 

・きっと大変なこともあるが、子どもはかわいい！！抱っこしてくれてありがとう！！ 

・中高生とふれあう機会は日常になかったので、とても良い体験になりました。ありがとうございました。 

・町中でも小さい子を見かけたら温かく見守ってあげてください。 

長い夏休みが終わりましたね。今年も夏休み中に行政と連携したり、親子講座が開催された

りと、新しい学びや発見がたくさんありました。 

すみれ楽園×可児市防災安全課（地震体験車） 

旭小学校×ささゆりクリーンパーク 

ごみの分別について学ぶ 

桜ケ丘小学校・東可児中学校合同パン作り講座 
今渡南小学校 親子おり染め体験講座 

１０年前の熊本地震の震度を体験 

美しいおり染めのできあがり 

親子でおしゃべりしながらおいしいつみき

パン作り 


